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石巻市デジタル・トランスフォーメーション推進本部

企画推進プロジェクトチーム

資料２



市民サービスの利便性向上

効率的・効果的な行財政運営

仕組やルールの変革にいとわず取り組み、デジタル技術やデータ
の徹底活用による「最適」なサービスや仕事の実現

石巻市デジタル・トランスフォーメーション（ＤＸ）推進方針

基本方針

A-① デジタル技術やデータを活用した市民サービスの
利便性向上

A-② 行政手続のオンライン化
A-③ 行政手続に関する押印、書面規制等の見直し
A-④ マイナンバーカードの普及促進
A-⑤ オープンデータの推進

B-① 効率的・効果的な行財政運営実現のためのデジタル
技術やデータの活用

B-② 情報システムの標準化・共通化
B-③ デジタル環境の充実
B-④ デジタル人材の確保・育成
B-⑤ セキュリティ対策の徹底
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取
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事
項
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市民サービスの利便性向上の実現

市民の「不便」「手間」「面倒」の改善

 ワンストップ
 接遇の向上

 書かない、押さない、添付しない
 見やすい、分かりやすい

 いつでも、どこからでも
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効果的・効率的な行財政運営の実現

職員の「不便」「手間」「面倒」の改善

 コロナ対応
 データの活用
 使い方やルール

 電話対応
 クレーム対応

 大量のデータ入力
 書類やデータの管理
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他の計画では・・・

石巻市総合計画

石巻市行財政改革推進プラン２０２５ 石巻市職員定員適正化計画
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市民サービスの利便性向上

効率的・効果的な行財政運営

仕組やルールの変革にいとわず取り組み、デジタル技術やデータ
の徹底活用による「最適」なサービスや仕事の実現

石巻市デジタル・トランスフォーメーション（ＤＸ）推進方針

基本方針

A-① デジタル技術やデータを活用した市民サービスの
利便性向上

A-② 行政手続のオンライン化
A-③ 行政手続に関する押印、書面規制等の見直し
A-④ マイナンバーカードの普及促進
A-⑤ オープンデータの推進

B-① 効率的・効果的な行財政運営実現のためのデジタル
技術やデータの活用

B-② 情報システムの標準化・共通化
B-③ デジタル環境の充実
B-④ デジタル人材の確保・育成
B-⑤ セキュリティ対策の徹底
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取組事項 DX方針
ページ

詳細な実施
内容の明示

全庁的な
取組 主な内容

A-① デジタル技術やデータを活
用した市民サービスの利便性向上 18～ × ●

①デジタル技術の活用と業務プロセスの見直しによる市民
サービスの利便性向上
②証拠に基づく政策立案（EBPM）の実践

A-② 行政手続のオンライン化 20～ 〇 総務省の「自治体DX推進計画」において指定する２８手続
について、R4.3月までオンライン手続を開始する

A-③ 行政手続に関する押印、書
面規制等の見直し 23～ 〇 「石巻市見直し指針」に基づく、必要な行政手続に関する

押印、書面規制等の見直し

A-④ マイナンバーカードの普及
促進 25～ × マイナンバーカードの普及・促進策の検討・実施

A-⑤ オープンデータの推進 26～ × ● 「石巻市オープンデータ指針」に基づき、保有するデータ
のオープンデータ化

B-① 効率的・効果的な行財政運
営実現のためのデジタル技術や
データの活用

28～ × ●
①デジタル技術の活用と業務プロセスの見直しによる業務
効率化
②証拠に基づく政策立案（EBPM）の実践

B-② 情報システムの標準化・共
通化 30～ 〇 「地方公共団体情報システムの標準化に関する法律」に基

づき、R7年度末まで基幹系２０システムを標準化

B-③ デジタル環境の充実 32～ × 庁内のデジタル環境の充実

B-④ デジタル人材の確保・育成 33～ × デジタル人材の確保・育成

B-⑤ セキュリティ対策の徹底 41～ × ルールも含めたセキュリティ対策の徹底

詳細な実施内容が明示された取組事項（グレー着色部分）以外は、各課
で具体的な事業や取組を検討し、実行していく必要がある

石巻市DX推進方針 取組事項詳細
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理想

担当課が関係課も交えながら事業や取組を検討、実行し、市
民サービスの利便性向上や業務効率化の実現を目指す
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現実

方針が示されたとしても、人員も減り普段の業務に忙しい
担当課では、市民サービスの利便性向上や業務効率化に必
要な事業や取組の検討すらできない
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各担当課は普段の業務で忙しく、詳細な事業を
検討する余裕がない

ICT総合推進課だけで考える？ →

改善意識の高い職員で組織されたWG（ワーキンググループ）により
目指すべき組織の姿を含め具体的な事業や取組を検討

全体最適を目指すため、組織で考える体制が必要

×



石巻市デジタル・トランスフォーメーション推進本部設置要綱

（ワーキンググループ）

第９条 第２条に掲げる事項を専門的に調査及び研究させるため、本部にワーキンググループを置く

ことができる。

２ ワーキンググループは、グループリーダー、サブグループリーダー及びメンバーをもって構成する。

３ メンバーは、専門的事項に関係する課の職員の中から、本部長が指名する。

４ グループリーダー及びサブグループリーダーは、メンバーの互選により選出する。

５ ワーキンググループの会議は、グループリーダーが必要に応じて招集する。ただし、最初の会議は、

本部長が招集する。

６ グループリーダーは、必要があると認めるときは、ワーキンググループの会議にメンバー以外の者

の出席を求め、その説明又は意見を聴くことができる。

７ ワーキンググループは、第２条に掲げる事項を専門的に調査及び研究した結果について、本部及び

幹事会に報告しなければならない
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石巻市デジタル・トランスフォーメーション推進本部
企画推進プロジェクトチーム

所掌事務
DX推進方針の取組事項のうち、詳細な実施内容が明示されていない取組事項につ
いて、サービス等が全体最適となるよう、目指すべき組織の姿を検討し、その実現
のために市民・職員の目線で実効的な事業や取組を検討し、推進本部に報告する
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復興政策部ICT総合推進課 サービス応用グループ（R4～「DX推進係」）
財務部行政経営課 行政経営グループ（R4～「行政経営係」

事務局

メンバー
• DXの考え方に理解と共感がある改善意識をもった職員（課長補佐級・係長級）
• 必要に応じて職員を追加（分野別のワーキンググループなど）
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企画推進プロジェクトチーム活動イメージ

市民ニーズ
（市民意識調査結果）

職員ニーズ
（職員アンケート）

① ニーズ調査を踏まえ、具体的な調査・研究・実証

等を踏まえて事業案を検討

② 事業案（新規ツールの導入、庁内ルールの制定等）をDX本部へ報告

③ 事業の実施

④ 実施した事業の評価（満足度調査）

⑤ 評価を踏まえた改善
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企画推進プロジェクトチーム
 組織内の課題の洗い出し
 目指すべき姿の検討と達成に必要な取組等の企画
 先進技術の実証実験

 実務的な視点で検討を深めるため、
様々な切り口で個別のワーキンググ
ループの設置も検討

 様々な職員が、「市民サービス向
上」と「業務効率化」について議論
する場を作ることで、職員の意識も
向上

様々な切り口での検討
窓口部門

主事級

保育士・幼稚園教諭
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 DXは「デジタル活用」がキーワードに

なっているだけで、中身は業務改善

業務改善の実現には、職員の意識付けが

とても重要
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令和３年３月に策定した「石巻市人材育成基本方針～第２次改訂版～」では、「行政運営には、企業と同様
「人」「もの」「金」「情報」「時間」の５つの資源が必要とされますがこの中で「人」以外の４つの資源を
うまく使いこなせるかどうかは「人」次第となりますので「人」は一番重要な資源と言えます」と述べ、さら
に求められる職員像を次のように述べています。
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ワーキンググループの実施 ＝ 「求められる職員像」の体現

利用者視点で議論を積み重ねること 市民感覚

新たなサービスや改善手法を生み出すこと チャレンジ精神

DX推進方針を踏まえた検討を行うこと 経営感覚

様々な職員と交流し、議論すること 豊かな人間性

職員数が減少することに対応した具体的な業務改善を検
討・実施していくこと

危機管理意識
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